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い
で
で
す
。

マ
タ
イ
福
音
書
の
み
言
葉
か

ら
、長
く
「
塩
と
い
う
強
い
味
が
、

他
の
味
に
お
お
い
か
ぶ
さ
る
イ

メ
ー
ジ
」
を
抱
い
て
い
た
と
語
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
食
品
研
究
に
携
わ

る
中
で
、「
対
比
作
用
」（
ほ
ん
の

わ
ず
か
な
塩
が
加
わ
る
こ
と
で
、

料
理
の
味
が
強
く
際
立
つ
作
用
）

を
知
り
、
隠
し
味
と
し
て
の
塩
の

働
き
に
も
気
づ
か
さ
れ
て
き
た
と

い
う
の
で
す
。
そ
ん
な
河
野
さ
ん

は
、「
自
分
自
身
の
内
に
塩
を
持

ち
な
さ
い
。
そ
し
て
、
互
い
に
平

和
に
過
ご
し
な
さ
い
」（
マ
ル
コ

９
・
50
）
と
の
主
イ
エ
ス
の
教
え

に
注
目
し
、
社
会
の
中
や
他
者
と

の
関
係
に
お
い
て
和
解
や
平
和
を

生
み
出
し
て
い
く
、
和
ら
ぎ
を
生
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聖
書
は
、
塩
の
三
つ
の
効
能
に

つ
い
て
語
り
継
い
で
い
ま
す
。
第

一
に
は
味
付
け
、第
二
に
防
腐
剤
、

第
三
に
清
め
。
こ
れ
ら
三
つ
は
、

キ
リ
ス
ト
者
の
使
命
と
関
連
づ
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

塩
に
関
す
る
聖
書
の
言
葉
と
し

て
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

山
上
の
説
教
の
「
あ
な
た
が
た
は

地
の
塩
で
あ
る
」（
マ
タ
イ
５
・

13
）
と
い
う
宣
言
で
し
ょ
う
。

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
は
、

元
々
は
別
々
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

「
地
の
塩
」「
世
の
光
」
と
い
う
主

イ
エ
ス
の
二
つ
の
教
え
を
結
び
つ

け
、
弟
子
た
ち
＝
教
会
へ
の
祝
福

の
宣
言
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、「
地
の
塩
」
と
し

て
社
会
の
腐
敗
を
防
止
し
、「
世

の
光
」
と
し
て
闇
に
希
望
を
輝
か

せ
る
こ
と
が
キ
リ
ス
ト
者
の
使
命

だ
、
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

現
代
に
お
い
て
も
、
世
界
・
社

会
の
腐
敗
や
破
壊
を
と
ど
め
て
い

く
塩
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
者
の
役

割
は
、
殊
に
大
き
い
こ
と
を
思
わ

さ
れ
ま
す
。

＊
＊
＊
＊

食
品
栄
養
学
者
の
河
野
友
美
さ

ん
は
、『
食
べ
も
の
か
ら
み
た
聖

書
』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版

局
）
の
冒
頭
に
、
塩
に
関
し
て
の

幾
つ
か
の
エ
ッ
セ
ー
を
収
め
て
お

む
、
隠
し
味
的
な
塩
の
働
き
の
大

切
さ
を
思
う
と
記
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

腐
敗
防
止
の
役
割
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
周
囲
に
溶
け
込
ん
で
他

者
を
輝
か
せ
・
活
か
す
、
そ
ん
な

隠
し
味
と
し
て
奉
仕
す
る
あ
り
方

も
、
改
め
て
意
識
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊
＊
＊
＊

内
田
樹
さ
ん
（
思
想
家
）
が
、

昨
年
末
、
ご
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
「
新
年
の
ご
挨
拶
が
わ
り
」

と
い
う
文
章
を
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
知
り
合
い
がFace Book

を

通
じ
て
シ
ェ
ア
し
て
く
れ
ま
し
た

の
で
、
大
晦
日
に
じ
っ
く
り
と
こ

れ
を
読
ん
だ
の
で
す
。

一
二
月
半
ば
に
行
わ
れ
た
衆
議

院
選
挙
。
そ
の
経
過
や
結
果
を
見

な
が
ら
、
内
田
さ
ん
は
、
現
代
日

本
が
二
極
化
し
て
い
る
こ
と
を
強

く
思
わ
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

一
方
に
は
、
空
疎
な
言
葉
を
が

な
り
立
て
、
他
者
を
激
し
く
攻
撃

し
、
自
分
で
責
任
を
取
ろ
う
と
し

な
い
人
々
が
い
る
の
だ
と
分
析
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
も
う
片
方
に
は
、「
個

人
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
黙
々
と

引
き
受
け
」、
自
分
の
足
元
の
空

き
缶
一
個
を
拾
う
こ
と
か
ら
、
い

つ
の
日
に
か
事
態
の
好
転
を
願
い

な
が
ら
、
社
会
の
た
だ
中
で
奉
仕

す
る
、
そ
ん
な
若
者
が
あ
る
と
も

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
人
た
ち
の
声
は
小
さ
く
、

表
情
は
静
か
で
あ
る
。
だ
が
、
彼

ら
こ
そ『
地
の
塩
』だ
と
私
は
思
っ

て
い
る
。
私
が
今
の
日
本
社
会
を

見
て
い
て
、
あ
ま
り
絶
望
的
に
な

ら
ず
に
い
ら
れ
る
の
は
、
周
囲
に

い
る
若
い
人
た
ち
の
う
ち
に
い
く

た
り
も
の
『
地
の
塩
』
を
数
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
」
と

の
一
文
を
、
実
に
印
象
深
く
受
け

と
め
ま
し
た
。

完
璧
な
お
じ
さ
ん
と
な
っ
た
私

で
す
が
、
内
田
さ
ん
が
記
し
て
お

い
で
の
若
者
た
ち
に
倣
っ
て
、「
個

人
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
黙
々
と

引
き
受
け
」、
一
粒
の
「
地
の
塩
」

と
し
て
こ
の
世
の
た
だ
中
で
奉
仕

に
生
き
る
、
こ
の
こ
と
へ
の
大
き

な
励
ま
し
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

�

（
日
本
基
督
教
団
早
稲
田
教
会
牧
師
）

　
一
粒
の
「
地
の
塩
」
と
し
て

�
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関
東
活
動
セ
ン
タ
ー
は
「
脱
原

発
社
会
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を

テ
ー
マ
に
、足
利
工
業
大
学
学
長
、

風
力
発
電
の
第
一
人
者
で
あ
る
牛

山
泉
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
、
講
演
会
を
開
催
し
た
。
講
師

は
講
演
の
流
れ
を
、
１
．
地
球
環

境
問
題
の
現
状
、
２
．
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
現
状
、
①
風
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
②
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
③

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
④
水

力
・
地
熱
・
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
、３
．

原
子
力
発
電
の
問
題
点
、
４
．
将

来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
分
け
て
話
さ
れ
た
。

特
に
21
世
紀
の
人
類
が
直
面
す

る
諸
問
題
を
、
人
口
、
食
糧
、
環

境
、
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

五
つ
に
、
水
の
問
題
を
加
え
た
六

つ
と
し
て
提
示
。
１
９
４
５
年
に

は
世
界
人
口
は
23
億
人
で
あ
っ
た

が
、
約
60
年
後
の
今
日
70
億
人
を

突
破
し
て
い
る
現
状
を
直
視
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
取
り
組
む
べ

き
こ
と
を
先
ず
指
摘
さ
れ
た
。

何
よ
り
豊
富
な
デ
ー
タ
ー
を
用

い
て
様
々
な
視
点
か
ら
も
問
題
を

提
起
さ
れ
た
が
、
例
え
ば
日
本
の

課
題
と
し
て
、
食
糧
自
給
率
が

40
％
未
満
と
い
う
事
実
と
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
率
に
至
っ
て
は
実
に

４
％
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
ま
た

地
球
温
暖
化
の
加
速
度
的
進
行
の

問
題
を
見
据
え
た
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
可
能
性
を
具
体
的
に
提
示

さ
れ
た
。

講
師
の
専
門
の
風
力
発
電
に
お

い
て
は
、
世
界
最
大
の
風
力
発
電

国
は
中
国
で
あ
り
、
２
位
が
ア
メ

リ
カ
、
３
位
が
ド
イ
ツ
で
、
中
国
・

ア
メ
リ
カ
は
驚
異
的
に
伸
び
て
い

る
一
方
、
日
本
は
12
位
前
後
と
低

迷
し
て
い
る
。

発
電
力
２
Ｍ
Ｗ
ク
ラ
ス
の
大
型

風
車
１
基
が
ど
れ
く
ら
い
の
貢
献

を
す
る
か
と
い
う
と
、
年
間
で
一

般
家
庭
１
４
０
０
世
帯
分
の
消
費

電
力
を
賄
い
、
石
油
に
換
算
す
れ

ば
ド
ラ
ム
缶
８
６
０
０
缶
の
節

約
、
Ｃ
Ｏ２
削
減
で
は
約
５
０
０
０

ｔ
、そ
の
Ｃ
Ｏ２
削
減
を
樹
木
（
杉
）

に
換
算
す
る
と
約
36
万
本
分
に
相

当
す
る
。
そ
し
て
日
本
全
体
で
は

13
万
台
の
風
車
で
全
電
力
需
要
を

賄
え
る
が
、
現
状
は
２
０
０
０
台

 
●
今
日
的
課
題
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

「
脱
原
発
社
会
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

足
利
工
業
大
学
学
長　

牛 

山
　 

泉
さ
ん

２
０
１
３
年
２
月
１
６
日
（
土
）

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
館

程
し
か
な
い
。
一
方
、
日
本
の
風

車
製
造
の
技
術
力
は
世
界
に
秀
で

て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
雇
用
の
創

出
や
経
済
効
果
も
絶
大
で
あ
る
。

太
陽
光
発
電
の
現
状
と
可
能
性

に
お
い
て
も
、
遅
れ
を
取
っ
て
い

る
日
本
の
現
実
が
あ
る
。
ま
た
ア

ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
薪
と
し
て
燃

や
さ
れ
る
樹
木
保
護
の
た
め
に

ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
の
普
及
に
取

り
組
む
足
利
工
業
大
学
な
ど
の
働

き
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
小
型
水
力
、

地
熱
、
波
力
な
ど
の
発
電
の
事
例

と
可
能
性
を
紹
介
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
す
で
に
多
く
の
日
本

人
が
知
る
こ
と
と
な
っ
た
、
原
子

力
発
電
の
諸
問
題
を
次
々
と
指
摘

さ
れ
た
。
原
発
事
故
の
問
題
、
放

射
性
廃
棄
物
の
問
題
、
被
爆
労

働
、
地
域
と
の
関
係
、
リ
ス
ク
評

価
と
損
害
保
険
、
10
万
年
恒
久
的

貯
蔵
設
備
の
問
題
や
世
代
間
倫
理

な
ど
、
ま
た
そ
の
発
電
コ
ス
ト
の

ま
や
か
し
と
詭
弁
を
説
明
し
、
こ

れ
ら
の
現
実
に
立
っ
て
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
豊
か
な
可
能
性
に
つ

い
て
、
環
境
省
が
２
０
１
１
年
４

月
出
し
た
資
料
を
示
め
し
な
が
ら

解
説
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
太
陽
光
、
風

力
（
陸
・
洋
上
）、
中
小
水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
、
地
熱
の
総
発
電
力

は
２
億
１
千
万
kw
に
達
し
、
全
原

発
発
電
量
の
40
倍
以
上
に
相
当
す

る
こ
と
。
日
本
は
そ
れ
だ
け
の
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
。
さ
ら

に
国
際
社
会
、
特
に
ア
ジ
ア
に
お

い
て
複
合
的
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
ア
ジ

ア
・
ス
ー
パ
ー
グ
リ
ッ
ド
構
想
を

こ
そ
地
域
共
存
の
要
と
す
る
こ

と
。
政
治
・
軍
事
の
対
立
で
は
な

く
国
家
間
の
信
頼
こ
そ
が
求
め
ら

れ
る
と
の
提
言
も
な
さ
れ
た
。

最
後
に
内
村
鑑
三
が
百
年
前
に

行
っ
た
講
演
「
デ
ン
マ
ル
ク
国
の

話
」
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
植
林
の

重
要
性
と
、
小
国
日
本
が
目
指
す

は
外
な
る
有
限
で
は
な
く
、
内
な

る
無
限
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ

た
。
内
村
は
百
年
前
、
す
で
に
太

陽
光
・
波
濤
・
風
力
・
地
熱
を
利

用
す
る
こ
と
の
富
源
を
提
示
し
て

い
た
こ
と
に
学
ぶ
べ
き
と
結
論

し
、内
村
が「
自
然
」で
は
な
く「
天

然
」
と
し
、
ま
さ
に
「
天
の
然

り
」
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

が
未
来
を
拓
く
。
持
続
可
能
な
社

会
の
創
造
は
、
持
続
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
生
ま
れ
こ
と
を

学
者
の
冷
静
さ
と
豊
か
な
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
話
さ
れ
、
参
加
者
は

こ
こ
に
こ
れ
か
ら
の
希
望
が
あ
る

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

関
東
活
動
セ
ン
タ
ー
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た
。
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
日

本
で
放
送
さ
れ
て
い
る
多
言
語

の
ラ
ジ
オ
番
組
を
聴
い
て
も
ら

い
、
何
語
で
話
さ
れ
て
い
る
か
を

考
え
、
そ
こ
か
ら
の
気
づ
き
に
つ

い
て
共
有
し
ま
し
た
。
第
２
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
年
表
や
写
真
を
用

い
て
、
朝
鮮
か
ら
日
本
に
来
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
人
々
、
日
本
か
ら

朝
鮮
に
渡
っ
た
人
々
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
状
況
で
移
動
し
た
の
か
、

そ
の
時
の
様
子
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
第
３
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
日
本
に
来
ら
れ
た
ベ
ト

ナ
ム
難
民
の
グ
エ
ン
・
バ
ン
・
ト

ウ
イ
ン
さ
ん
を
招
い
て
、教
材「
ビ

ン
君
に
何
が
起
き
た
の
か
」
を
一

緒
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ベ
ト
ナ
ム
を
脱
出
さ
れ
た
と

き
の
様
子
や
、
日
本
に
来
ら
れ
て

11
月
10
日
～
11
日
に
「『
多
み

ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン
』
を
生
き
る
～
在

日
コ
リ
ア
ン
と
ベ
ト
ナ
ム
難
民

～
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の

セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
年
度
、
本
研
究

会
が
出
版
し
た
教
材
集
『
身
近
な

こ
と
か
ら
世
界
と
私
を
考
え
る
授

業
パ
ー
ト
Ⅱ
―
オ
キ
ナ
ワ　

多
み

ん
ぞ
く
ニ
ホ
ン　

核
と
温
暖
化
』

（
※
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
、
多
く
の
方
々
に

体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願

い
か
ら
企
画
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し

か
ら
の
状
況
に
つ
い
て
の
お
話
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
大
変
少
な
く
、
残
念

な
結
果
と
は
な
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
内
容
は
大
変
興
味
深
く
、
質

の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。※
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行
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１
、６
０
０
円(

税
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は
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動

セ
ン
タ
ー
他
、
全
国
書
店
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

11
月
５
日(

月)

13
：
30
～

17
：
00
、
能
舞
台
と
茶
室
「
清
心

庵
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
埼
玉
の
春
日
部
福
音

自
由
教
会
の
名
誉
牧
師
、
表
千
家

教
授
、
在
主
庵
庵
主
、
日
本
文
化

宣
教
協
力
会
主
幹
伝
道
者
で
あ
ら

れ
る
高
橋
敏
夫
先
生
で
す
。

高
橋
牧
師
は
、
自
分
の
人
生
の

目
標
と
な
る
人
を
捜
し
て
高
山
右

近
に
出
会
い
、
茶
に
出
会
い
、
キ

リ
ス
ト
教
と
の
関
係
を
感
じ
て
研

究
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
先
年
、
利

休
の
４
０
０
年
が
記
念
さ
れ
て
御

三
家
の
宝
物
が
展
示
さ
れ
た
時
、

や
ま
ん
ば
文
庫
と
言
わ
れ
る
箱
の

裏
側
に
エ
デ
ン
の
園
で
エ
バ
が
蛇

に
誘
惑
さ
れ
て
木
の
実
を
食
べ
る

絵
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見

さ
れ
て
、
ま
す
ま
す
茶
道
と
キ
リ

ス
ト
教
の
関
係
が
深
い
こ
と
を
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
講
演
の
後
、

質
疑
と
は
な
し
あ
い
が
あ
り
、「
利

休
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
か
」
と
の
質

問
に
、「
利
休
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

で
あ
っ
た
証
拠
は
な
い
が
、
点
を

繋
い
で
ゆ
く
と
線
に
な
り
、
キ
リ

ス
ト
教
と
深
い
関
係
が
伺
え
る
よ

う
に
思
う
。
利
休
は
高
山
右
近
を

通
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
を
受

け
た
の
で
は
な
い
か
」
と
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

高
橋
先
生
の
話
は
、
自
由
奔
放

に
拡
散
し
て
行
か
れ
、
参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
応
じ
て
刺
激

を
受
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
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２
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第
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◆関東活動センター
■聖書を読む講座
「はじまりの聖書～旧約聖書の人間
模様」
講　師：	吉岡康子さん（青山学院短

期大学宗教主任）
日　時：	2013年2月～ 6月の月曜日

（19:00 ～ 20:30）・原則月
1 回　全 5 回

② 3 月 18 日　③ 4 月 15 日　④
5 月 20 日　⑤ 6 月 17 日　＊第
1 回は終了

会　場：	日本キリスト教会館 6 階
会議室

参加費：	1,200 円／学生 500 円
共　催：	早稲田奉仕園

「聖書によれば同性愛は罪？－わた
しらしい性と生のために」
講　師：	山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
　共同ディレクター）

日　時：	2013年4月 ～ 12月 の 第 2
月曜日（18:30 ～ 20:00）・
原則月 1 回　全 8 回

① 4 月 8 日　② 5 月 13 日　③ 6
月 10 日　 ④ 7 月 8 日　 ⑤ 9 月

9 日　⑥ 10 月 7 日　⑦ 11 月 11
日　⑧ 12 月 9 日

会　場：	日本キリスト教会館 6 階
会議室

参加費：	1,200 円 ／ 学 生 500 円　
全 8 回 8,000 円 ／ 学 生
3,500 円

共　催：	早稲田奉仕園

◆関西セミナーハウス活動センター

■第 4回神学生交流プログラム　
「日本文化とキリスト教�—京都にお
けるキリシタン文化を訪ねて—」
校　長：	神田健次さん
講　師：	杉野　榮さん
日　時：	2013年3月25日（月）�～ 27

日(水)
会　場：	関西セミナーハウス
対　象：	各神学校から推薦を受けた学生
共　催：	関東活動センター

プログラム案内

財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
理事長　シュペネマン　クラウス

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1Ｆ
TEL 03-3207-6198
FAX 03-3207-2478

E-mail:info@academy-tokyo.com

関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256

関西セミナーハウス
TEL 075-711-2115

E-mail:info@academy-kansai.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

第４回神学生交流プログラム募金
2012 年 11 月 1日～ 2013 年 1 月 31 日
早稲田奉仕園� 10,000
恵泉女学園中学・高等学校
　信和会　宗務部� 20,000
鈴木　伶子� 5,000
藤野　泠子� 5,000
立石　昭三� 2,000
松本　圭子	 5,000
手銭　秀夫	 3,000
山本　一成	 10,000
堀江　　優	 10,000
中山　晴美	 3,000
斉藤　洋子	 4,000
関田　寛雄	 5,000
小久保　正	 10,000
マカダム　幸子� 3,000
日本基督教団　松沢教会� 10,000
藤倉　寿美子� 10,000
竹中　百合子� 5,000
田中　義信� 3,000
松原　千里	 2,000
島田　　恒	 10,000
島田　治夫� 2,000
日本基督教団　箕面教会� 5,000
橘　　俟子	 10,000
中西　綾子� 5,000
岡安　茂祐� 3,000
椿　　邦良� 5,000

2013 年 1 月 1日～ 2012 年 1 月 31 日
� （順不同・敬称略 )

◆関東活動センター
賛助会費
椿　　邦良� 5,000
在日本韓国 YMCA� 10,000
寄付金
戒能　信生� 5,000
日本基督教団 早稲田教会� 70,000

クリスマス募金
高徳　芳忠� 5,000
久世　礼子� 2,000
日本基督教団　東京府中教会 � 5,000
萩原　隆司� 1,000
日本基督教団　市川三本松教会� 3,000
椿　　邦良� 5,000
◆関西セミナーハウス活動センター
賛助会費
蔭山　　淳	 10,000
高橋　正、恭子、想� 5,000
寄付金 ( クリスマス寄付金を含む )
佐野　千枝子	 5,000
久世　礼子	 2,000
日本基督教団南大阪教会� 15,000
日本基督教団紫野教会	 4,000
日本基督教団倉敷教会	 5,000

以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛助会費・後援会費・寄付金報告

公益財団法人日本クリスチャン・アカデミーの発足について

１９６１年に設立された財団法人日本クリスチャン・アカデミー

は、公益法人の認定を受け、４月１日をもちまして公益財団法人

日本クリスチャン・アカデミーに移行する予定です。

当財団は、設立当初からキリスト教の精神に基づき、はなしあ

いを中心に、社会のための事業を行ってまいりました。公益財団

法人の認定を機により一層、平和、正義、いのちが尊ばれる社会

の実現を目指す活動を行い、社会に寄与貢献できるよう努力をす

る所存です。

理事長　シュペネマン・クラウス

財団本部
� http://www.academy-nippon.com
関東活動センター
� http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
�http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
� http://www.academy-kansai.org


